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宋
元
刊
南
北
史

七
史
お
よ
び
陪
書
に
つ
い
て
(
上
)
補
訂

前
輯
の
こ
の
稿
は
印
刷
に
予
想
外
の
時
間
を
要
し
た
た
め
に
、
執
筆

時
・
脱
稿
時
に
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
校
正
中
に
台
北
で

中
央
図
書
館
本
を
調
査
す
る
機
会
が
得
ら
れ
た
。
南
北
史
の
元
刊
本
の
一

部
に
、
そ
れ
で
も
十
分
で
あ
ろ
う
と
い
う
認
識
で
、
実
見
せ
ず
に
諸
書
誌

の
解
題
に
よ
っ
た
も
の
、
実
査
し
な
い
ま
ま
に
書
目
に
よ
っ
て
ご
く
略
述

し
た
に
す
ぎ
な
い
部
分
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
折
に
こ
れ
ら
を
精

査
で
き
た
の
で
、
前
稿
の
末
尾
の
余
白
を
利
用
し
て
そ
の
結
果
を
ご
く
重

要
な
点
だ
け
、
附
注
と
し
て
提
示
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
原
刻
本
、
お

よ
び
明
初
ご
ろ
ま
で
の
修
印
本
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
解
題
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
か
ら
、
こ
こ
に
多
少
の
重
複
を
い
と
わ
ず
、
補
訂
と

し
て
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
実
際
に
原
本
に
当
る
と
い
う
基
本
を
怠
っ

た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
変
則
的
な
方
法
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

深
く
省
み
、
恥
じ
て
い
る
。

南

史

南
史
に
つ
い
て
は
、
前
稿
一
九
九
頁
の
上
下
段
に
か
け
て
表
示
し
た
中

央
図
書
館
善
本
書
目
著
録
本
の
う
ち
、

1
・
5
1
8
の
五
本
を
調
査
し

尾

康

崎

た
。
以
下
、
こ
の
番
号
と
前
稿
の
解
題
の
所
載
頁
・
段
を
掲
げ
た
う
え

で
、
詳
述
す
る
。元

大
徳
一

O
年
広
徳
路
儒
学
刊
本(

1

一
九
九
頁
下
段
)

八
O
巻

元

大

徳

一

O
年
広
徳
路
儒
学
刊
〔
元
末
明
初
〕
修
四

O
冊

A

〔

明

前

期

〕

印

槻

装

大

半

(

七

四

巻

弱

)

B

〔
嘉
靖
七
・
八
年
〕
印
金
譲
玉
装

巻
七
一

t
七
三
・
巻
七
八
第
七
葉
t
巻
八

O
(六
巻
余
)

の
同
版
ニ
種
の
取
合
本
で
あ
る
。
現
在
は
と
も
に
同
じ
淡
鴬
色
表
紙
に
改

装
さ
れ
て
い
て
、

B
本
は
第
三
六
・
三
七
前
半
・
三
九
後
四
分
の
一
・
四

O
冊
に
あ
た
る
。
こ
の

B
本
は
料
紙
が
縦
二

t
五
円
ン
ほ
ど
も
小
さ

J
¥
そ

れ
で
金
譲
玉
装
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
明
正
徳
一
一
ニ

t
一六

年
の
公
臆
紙
の
紙
背
を
用
い
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
。

両
本
と
も
元
末
明
初
の
補
刻
が
あ
り
、
と
く
に
B
本
の
巻
七
二
第
一
・

二
葉
に
刻
工
張
伯
上
の
修
葉
が
あ
っ
て
、
か
れ
は
惰
書
・
唐
書
に
は
し
ば

し
ば
補
刻
刻
工
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
者
で
あ
る
。
が
、

B
本
に
も
こ
の
巻

E-v 

h
汐ヮ“



次
の
中
に
は
A
本
よ
り
、
遅
い
補
刻
は
な
い
。

B
本
に
は
補
写
莱
が
多
く
、

版
木
に
は
た
と
え
ば
上
方
の
数
段
が
横
に
大
き
く
欠
け
て
、
し
か
も
明
代

に
補
写
さ
れ
た
葉
が
五

i
六
も
あ
り
、
字
面
は
漫
出
と
い
う
の
で
は
な
い

が
、
か
な
り
破
損
が
進
ん
で
い
る
。
し
た
が
三
、
同
本
の
印
行
に
は
明
ら

か
に
時
差
が
あ
り
、

A
本
は
明
前
期
か
中
期
に
か
け
て
か
と
思
わ
れ
る

が、

B
本
の
公
臆
紙
に
は
正
徳
末
年
の
一
六
年
の
文
字
も
見
え
、
次
で
嘉

靖
で
あ
る
か
ら
、
廃
棄
の
年
限
を
ぎ
り
ぎ
り
に
見
積
っ
て
も
、
嘉
靖
八

i

一
O
年
の
南
監
二
十
一
史
の
た
め
の
補
修
の
ま
さ
に
直
前
、
同
七
・
八
年

の
印
の
限
定
し
て
よ
か
ろ
う
。
補
写
菜
は
巻
七
一
・
七
二
・
七
九
に
各

三
、
七
九
に
九
、
八

O
に一

O
葉
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
そ
の
あ
と
直
ち

に
補
刻
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
前
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
北
京
図
書
館
普
本
書
目
に
「
一
冗

大
徳
十
年
刻
明
嘉
靖
元
年
重
修
本
」
一
二
冊
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
当
然
、
鉄
琴
銅
鰐
楼
蔵
書
目
録
お
よ
び
同
蔵
宋
元
本
書
目
に
も
、
所
蔵

の
元
刊
南
史
八

O
巻
に
、
嘉
靖
元
年
修
板
が
ま
ま
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
当
然
、
嘉
靖
一
冗
年
の
補
刊
年
記
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か

ら
、
こ
の

B
本
に
も
こ
の
六
巻
余
以
外
の
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
は
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
正
徳
二
ハ
年
の
紙
背
文
書
を
使
っ
て
い
る
の

に
、
そ
の
翌
年
の
補
刻
が
な
い
は
ず
が
な
い
。
こ
の
六
巻
余
の
範
囲
で
は

確
認
で
き
な
い
か
ら
、
〔
元
末
明
初
〕
修
と
し
た
が
、
嘉
靖
元
年
修
は
疑

い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
紙
背
文
書
は
、
よ
く
見
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
正
徳
一
三

t
一
六

年
の
年
記
が
あ
り
、
断
、
江
杭
州
府
・
同
紹
興
府
・
同
同
余
挑
県
・
同
船
州

府
・
同
同
江
山
県
・
同
金
華
府
清
江
県
な
ど
か
ら
、
南
京
光
禄
・
同
龍
戸

街
倉
・
同
播
陽
右
衛
倉
な
ど
へ
食
根
と
し
て
送
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

り
、
方
六
・
五
日
ン
、

八
×
四
日
ン
な
ど
の
大
型
の
官
印
も
い
ぐ
っ
か

あ
る
。
宋
刊
七
史
の
親
書
、
次
の
陪
書
に
も
、
年
代
に
は
か
な
り
の
相
違

が
あ
る
が
、
同
種
の
公
臆
紙
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み

こ
の
種
の
文
書
は
さ
し
て
保
存
を
必
要
と
せ
ず
、

七
今
、

る
と
、

そ
の
保
存
の
期

間
も
短
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

蔵
印
は
前
稿
に
も
司
記
し
た
が
、
清
の
果
恭
親
王
印
は
補
写
葉
に
も
捺
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
前
稿
附
注
(

1

)

ニヴ
J

J

こ
申
込
、

7
Iご
4

日
1
L
中

J

，刀

巻
八

O
末
葉
下
象
鼻
の
「
桐

い
ま
や
こ

学
儒
生
越
良
渠
謹
幸
一
一
日
/
自
起
手
至
閣
筆
凡
十
月
」

の
二
戸
付
は
、

の
本
だ
け
に
残
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

正
確
を
期
し
た
い
と
思
う
。

誤
り
は
些
細
な
こ
と
で
あ
る
が
、

n
h
U
 

Q
J
 
ヮ“

ニ
O
O頁
下
段
〉

(
5
 

存
二
六
巻
(
時
一
一
ぺ
肘
酌
ト
ト
町
一
一
叫
ん
日
一
計
)
一

O
冊

元
大
徳
広
徳
路
儒
学
刊
〔
明
初
〕
修
(
北
平
)

薄
赤
茶
色
原
表
紙
(
三

0
・
四
×
一
五
・
七
刊
ン
)
が
「
南
史
」
の
大
型
双

郭
〔
明
〕
印
題
簸
(
外
郭
一
二
・
五
×
三
・
四
守
)
と
と
も
に
、
第
三

t
六

冊
に
残
る
。
他
は
新
補
唐
草
文
焦
茶
色
絹
表
紙
、
裏
打
補
修
。
と
も
に
粘

葉
装
。
巻
四
の
首
一
五
葉
欠
。

ほ
と
ん
ど
原
刻
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
巻
五
第
二
六
葉
と
巻
七
第
一
八

葉
は
、
同
版
で
あ
る
が
、
明
初
の
補
刻
に
ま
ち
が
い
な
い
と
み
る
。

「
広
智
退
隠
」
「
観
書
以
進
徳
也
絹
/
書
肪
徳
幸
勿
為
之
」
の
墨
印
は
、

ほ
ぼ
毎
冊
首
尾
の
匡
郭
外
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
「
京
師
図
書
/
館
収
蔵
之

印」。



(
5

ニ
O
O頁
下
段
〉

存
一
七
巻
(
主
一
一
一
匹
聞
に
…
mr
…
均
一
が
玖
け
だ
切
一
一
定

IR)

七
冊

元
大
徳
広
徳
路
儒
学
刊
〔
明
初
〕
印
(
北
平
)

後
補
青
紫
色
表
紙
(
一
三
ニ
・
一
ニ
×
ニ

0
・
七
日
ン
〉
、
包
背
装
。
巻
一
九
の

首
葉
が
欠
け
、
一
七
巻
の
末
尾
に
巻
六
八
の
首
一
葉
が
残
っ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
す
べ
て
原
刻
葉
で
、
補
刻
は
含
ま
れ
て
い
ま
い
。
し
か
し
、
明
代

に
入
っ
て
刷
っ
た
も
の
で
、
完
全
な
原
刻
本
と
は
い
い
が
た
く
、
た
と
え

ば
前
掲
本
の
よ
う
に
巻
七
二
が
存
す
れ
ば
、
補
刻
の
張
伯
上
の
葉
が
あ
る

可
能
性
が
濃
い
と
思
わ
れ
る
。
刻
工
名
は
僧
玉
山
玉
山
僧
徐
章
宗

甫
胃
共
。
「
京
師
図
書
/
館
収
蔵
之
印
」
。

以
上
三
本
を
通
じ
て
、

1

の
B
本
を
除
い
て
は
、
版
木
の
状
態
も
さ

ほ
ど
悪
く
な
く
、
南
史
は
明
前
期
ま
で
ご
く
わ
ず
か
に
補
修
さ
れ
た
だ
け

で
、
時
折
、
印
行
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
百
柄
本
に
は

こ
れ
ら
当
時
の
北
平
図
書
館
本
を
一
部
に
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

な
ぜ
も
っ
と
積
極
的
に
用
い
な
か
っ
た
の
か
解
せ
な
い
。

明
初
覆
元
大
徳
一

O
年
広
徳
路
儒
学
刊
本

(
7

ニ
O
三
頁
上
段
)

存
四
四
巻
(
巻
一

t
一
八
・
一
ニ
七

t
四
六
・
六
五

t
八

O
)

六
冊

〔
明
初
〕
覆
元
大
徳
広
徳
路
儒
学
刊
本
(
北
平
)

後
補
藍
色
表
紙
(
二
八
・
七
×
ニ

0
・一

3
、
「
南
史
跡
ず
四
」
の
よ
う

な
墨
筆
題
策
、
包
背
装
。

南
史
目
録
に
次
い
で
本
文
に
入
る
が
、
広
徳
路
儒
学
刊
本
に
ほ
ぼ
忠
実

な
覆
刻
で
あ
る
。
首
葉
の
匡
郭
は
左
右
双
辺
(
一
二
一
×
一
五
・
五
勺
)
。

補
刻
は
な
い
。
刻
工
名
に
つ
い
て
は
、
次
掲
本
の
と
こ
ろ
で
扱
う
。

「
京
師
図
書
/
館
収
蔵
之
印
」
。

(
8

ニ
O
三
頁
上
段
)

存
三
ニ
巻
ハ
巻
三
四

t
三
七
・
四
二

t
六
六
・
七
一

t
七
一
ニ
)
八
冊

〔
明
初
〕
覆
元
大
徳
広
徳
路
儒
学
刊
本
〈
北
平
)

後
補
薄
青
緑
色
表
紙
(
二
九
・
五
×
一
九
・
六
内
ン
)
、
「
南
史
列
伝
吉
四
之
三
」

の
よ
う
な
墨
筆
題
簸
、
包
背
装
。

前
掲
本
と
同
版
。
ほ
ぼ
同
印
。
し
た
が
っ
て
、
補
刻
は
な
い
。

「
晋
府
/
書
画
/
之
印
」
「
敬
徳
/
堂
図
/
書
印
」
、
「
京
師
図
書
/
館
収

蔵
之
印
」
。

刻
工
名
は
前
稿
に
二
度
に
わ
た
っ
て
表
示
し
た
が
(
二

O
一
ラ
ニ
一

四
頁
)
、
今
回
新
た
に
採
録
し
て
前
表
に
追
加
記
入
で
き
な
か
っ
た
者

を
、
こ
こ
に
掲
げ
る
。
二
一
四
頁
の
表
の
方
が
利
用
に
便
利
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
の
南
史
の
項
へ
の
補
遺
と
す
る
。

月

i
Q
d
 

q
，“
 

2 
陳十
屋五

3
子
和

ロ
黄
子

子
得
黄
以
実

子
徳
黄
洪

5
以
善
黄
右

正
彦

日
劉
子
和

日
郭
名
遠

劉
行

北

史

北
史
に
つ
い
て
は
、
前
稿
ニ

O
七
頁
所
掲
の
元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊
本

を
三
部
、
同
一
二
三
頁
下
段
と
一
二
七
頁
上
段
の
明
初
の
覆
刻
本
を
二

部
、
閲
覧
し
た
。
前
者
の
う
ち
の
こ
部
に
、
中
央
図
書
館
善
本
書
目
に
誤

記
が
あ
る
ば
か
り
か
、
現
在
の
架
蔵
の
状
況
に
混
乱
が
あ
る
こ
と
な
ど
も



判
明
し
た
。

元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊
本

¥
存
在
一
・
二
・
五
・
六
・
九
t
一
四
・
一
七
t
二
0
・
二
一
二
t
/

存
六
五
巻
一
三
二
・
四
一
t
四
九
・
五
六
t
六
回
・
六
人
t
七
一
・
七
回
t
一

/
ゴ
了
八
六
l
九
0
・
九
五
・
九
六
・
九
九
・
一
0
0
、

〔
一
克
大
徳
〕
信
州
路
儒
学
刊
〔
明
初
〕
印
一
ニ
一
一
冊
(
北
平
)

茶
色
表
紙
(
三
六
・
五
×
三
了
九
今
)
、
「
北
史
」
の
大
型
双
郭
題
領

(
外
郭
二
二
・
五
×
三
・
五
円
ン
)
、
粘
葉
装
、
明
初
印
の
原
装
で
あ
ろ
う
。
右

方
に
墨
筆
の
目
録
題
僚
が
補
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
状
で
は
、
後
補
紺
色
表
紙
で
包
背
装
、
大
き
さ
も
縦
四

円
ン
余
、
横
二
今
も
小
さ
い
、
装
訂
の
異
る
本
が
一
冊
、
紛
れ
こ
ん
で
お

り
、
そ
の
巻
次
は
巻
二

t
四
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
装
訂
か
ら
も
、
も
と
の

北
平
図
書
館
善
本
書
目
の
存
巻
次
か
ら
も
、
次
掲
の
存
二
六
巻
ご
ニ
冊
本

の
一
冊
で
あ
る
。
そ
し
て
逆
に
こ
の
一
三
冊
の
う
ち
に
、
こ
の
大
型
原
装

の
一
冊
が
混
っ
て
い
て
、
巻
八
三
で
あ
る
。
大
陸
か
ら
移
送
の
聞
に
混
乱

し
た
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
し
、
と
く
に
巻
八
三

の
一
冊
は
や
や
小
裂
の
一
二
冊
の
中
に
無
理
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め

に
、
保
管
上
に
も
問
題
が
あ
る
。

中
央
図
書
館
の
善
本
書
目
増
訂
本

H

一
二
二
頁
に
は
、
現
状
に
よ
っ

て
著
録
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
を
存
六
七
巻
三
二
冊
、

次
を
存
二
七
巻
一
三
冊
と
す
る
が
、
や
は
り
細
部
に
混
乱
を
生
じ
て
い

る
。
巻
二

t
四
を
こ
ち
ら
へ
移
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
紀
二
が
重
複
し
、

三
・
四
も
存
す
る
の
に
、
「
欠
紀
二
下
至
四
:
:
:
」
と
誤
る
も
の
で
、
「
二

下
」
と
い
う
の
は
、
版
心
に
「
上
」
と
剛
つ
で
あ
っ
て
「
下
」
が
な
い
た

め
の
錯
覚
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
混
乱
が
是
正
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
、
標
記
の
よ
う
な
本
来
の
構
成
を
も
っ
て
扱
っ
た
。

目
録
を
欠
く
が
、
本
文
首
題
は
「
貌
本
紀
第
二
附
五
)
北
史
ご
、
左
右

双
辺
(
一
二
一
×
一
五
・
六
ウ
)
。
版
式
一
般
に
つ
い
て
は
前
稿
の
静
嘉
堂
本

の
と
こ
ろ
に
詳
記
し
た
が
、
元
末
明
初
の
補
刻
お
よ
び
そ
の
刻
工
に
つ
い

て
訂
正
を
要
す
る
。

ま
ず
、
こ
の
本
に
元
末
明
初
の
補
刻
葉
は
認
め
ら
れ
ず
、
原
刻
と
み
な

さ
れ
る
。
二

O
七
頁
上
段
の
元
末
の
補
刻
刻
工
玉
名
は
、
百
柄
本
に
つ
い

て
蔵
印
か
ら
こ
の
本
と
判
断
し
て
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
百
料
本
は
首
尾

の
印
と
中
味
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
よ
う
で
、
こ
れ
ら
の
巻
に
こ

れ
ら
の
刻
工
の
補
刻
葉
は
な
い
。

次
で
、
二
一
一
頁
上
段
の
表
の
〔
元
末
〕
と
〔
明
弘
治
正
徳
〕
の
補
刻

刻
工
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
す
べ
て
(
明
初
〕
の
補
刻
刻
工
で
、
同
期
の

者
で
あ
る
。
こ
れ
を
誤
っ
て
二
期
に
分
け
た
の
は
、
百
一
例
本
は
こ
の
本
の

存
巻
は
当
然
こ
れ
を
用
い
て
い
る
も
の
と
早
合
点
し
て
、
こ
れ
と
静
嘉
堂

本
を
対
照
し
、
百
納
本
に
も
あ
ら
わ
れ
る
者
は
や
や
早
い
は
ず
で
あ
る
か

ら
元
末
、
み
え
な
い
者
は
明
で
や
や
間
隔
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
弘
治

正
徳
ご
ろ
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
査
し
た
結
果
は
、
原
刻

の
こ
の
本
と
、
明
初
修
で
か
れ
ら
を
同
等
に
含
む
次
掲
本
と
を
、
百
日
川
本

が
い
わ
ば
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
使
っ
た
の
に
惑
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
京
師
図
書
/
館
収
蔵
之
印
」
。
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¥
巻
九
・
一
0
・
一
七
・
一
八
・
三
五
・
一
二
六
・
〆

存
二
六
巻
一
主
了
五
五
・
五
人
工
八
0
・
七
八
I
八
二
・
一

/八六
t
八
八
・
九
一

t
九
三
・
九
五
・
九
六
、

〔
元
大
徳
〕
信
州
路
儒
学
刊
〔
明
初
〕
修
二
ニ
冊
(
北
平
〉

後
補
暗
藍
色
表
紙
(
一
三
一
・
一
ニ
×
二

0
・
八
勺
)
、
包
背
装
。



前
掲
本
の
と
こ
ろ
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
巻
八
三
の
一
冊
と
こ
の
本

の
巻
二

t
四
の
一
冊
と
が
、
相
互
に
入
れ
違
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
訂

し
て
お
い
た
。

明
初
の
修
が
ご
く
数
葉
あ
る
。
巻
八
一
に
ニ

O
葉
も
欠
葉
が
あ
る
。

一
O
O巻
(
巻
五
四
重
複
)
左
の
四
本
の
取
合
本
九
三
冊

元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊
本
同
〔
明
初
〕
修
本
同
至
嘉
靖
逓
修
本

〔
明
初
〕
覆
元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊
本
〔
明
〕
修
本

後
補
金
砂
子
散
し
艶
出
水
色
表
紙
(
二
七
・
八
×
一
八
・
四
日
ン
)
、
槻
装
。

巻
五
四
は
重
複
し
て
二
部
あ
り
、
そ
の
一
方
だ
け
は
後
補
金
砂
子
散
し
白

桃
色
表
紙
(
駄
目
咋
己
)
、
「
王
印
/
献
巨
」
の
印
が
あ
り
、
巻
首
に
朱
句
点
が

打
た
れ
て
い
る
。

標
記
し
た
よ
う
に
四
本
が
取
合
わ
さ
れ
て
一

O
O巻
を
成
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
停
増
湘
が
一
九
三

O
年
、
す
で
に
四
ニ
巻
を
欠
い
て
い
た
楊

氏
海
源
閣
旧
蔵
本
を
入
手
し
、
同
版
の
端
本
を
集
め
て
こ
れ
に
補
配
し
、

一
O
O巻
に
復
原
し
よ
う
と
努
め
た
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

こ
の
本
に
附
さ
れ
た
惇
氏
の
践
と
隻
鑑
楼
蔵
書
続
記
に
あ
り
、
前
稿
に
も

触
れ
て
お
い
た
。
し
か
し
、
氏
は
信
州
路
刊
本
と
覆
刻
本
を
混
合
し
て
い

る。
今
回
、
こ
の
本
の
全
葉
を
精
査
し
、
蔵
印
と
の
関
係
も
合
わ
せ
て
表
を

作
っ
た
が
、
い
ま
こ
れ
を
整
理
す
る
と
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
楊
氏
の
蔵
印
は
目
録
・
巻
一
の
ニ
冊
に
あ
る
だ
け
で
、
五
八
巻

に
は
と
て
も
ほ
ど
遠
い
が
、
海
源
閣
本
は
相
当
に
破
損
し
た
こ
と
も
想
像

で
き
る
か
ら
、
押
捺
の
葉
が
落
ち
た
も
の
を
首
尾
だ
け
補
っ
た
巻
も
少
か

ら
ず
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
目
録
は
全
葉
が
覆
刻
本
で
、
そ

の
原
刻
一
七
葉
・
補
刻
一
四
葉
で
あ
り
、
巻
一
は
大
半
が
元
信
州
路
儒
学

刊
の
原
刻
本
で
、
覆
刻
本
の
明
修
葉
が
三
葉
だ
け
混
っ
て
い
る
。
こ
の
点

か
ら
は
、
す
で
に
海
源
閣
当
時
か
ら
両
本
が
混
合
し
て
い
た
か
、
あ
る
い

は
両
本
が
そ
れ
ぞ
れ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
と
も
に
大
き
く
欠
け
た
た

め
に
残
巻
を
合
わ
せ
た
か
、
の
い
ず
れ
か
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ

し
、
海
源
閣
蔵
書
目
(
光
緒
一
三
年
抜
刊
〉
お
よ
び
そ
の
後
に
楊
保
葬
が

編
ん
だ
海
源
閣
宋
元
秘
本
書
目
(
民
国
二

O
年
山
東
省
立
図
書
館
刊
)

に
は
、
北
史
は
一
本
も
著
録
さ
れ
て
は
い
な
い
。

次
に
、
版
の
別
か
ら
み
る
。
元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊
本
の
原
刻
が
全
葉

を
占
め
る
巻
、
が
、
計
三
八
巻
あ
る
。
巻
三
・
四
・
六
・
九
・
ニ

O
t
ニ

六
・
二
八

t
=
二
・
三
四
・
三
六
・
三
七
・
三
九
・
四
八
・
五
二
・
六

0
・
七
四

t
七
六
・
七
八
・
八

0
・
八
三

t
八
八
・
九
二
・
九
三
・
九

五
・
九
六
で
あ
る
。

や
は
り
こ
の
原
刻
葉
が
一
巻
の
大
半
を
占
め
、
一

t
六
葉
程
度
の
ご
く

わ
ず
か
に
、
補
刻
ま
た
は
覆
刻
葉
を
含
む
巻
が
、
同
じ
三
八
巻
あ
る
。
こ

の
う
ち
二
巻
、
巻
八
一
・
八
九
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
・
一
葉
の
明
初
補
刻

が
、
六
巻
に
明
初
補
刻
と
覆
刻
の
葉
と
が
あ
る
。
嘉
靖
修
葉
と
覆
刻
葉
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
欠
葉
に
補
配
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
か
ら
、

こ
れ
は
大
徳
刊
明
初
修
本
で
あ
る
。
北
史
の
明
初
修
は
非
常
に
少
い
か

ら
、
先
の
原
刻
と
し
た
も
の
も
あ
る
い
は
同
印
か
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な

ヨ
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こ
の
七
六
巻
の
う
ち
半
分
強
に
は
蔵
印
が
な
く
、
ニ

O
巻
余
に
「
骨
経

我
眼
」
印
が
、
一

O
巻
余
に
一
部
は
前
者
と
重
複
し
て
痔
氏
の
諸
印
が
押



さ
れ
て
い
る
。
骨
経
我
限
印
は
、
季
振
宜
や
暢
氏
の
諸
印
と
併
用
さ
れ
た

例
は
な
く
、
い
ま
の
と
こ
ろ
誰
の
蔵
印
か
わ
か
ら
な
い
が
、
覆
刻
本
に
も

な
い
か
ら
、
こ
の
大
徳
信
州
路
刊
本
は
、
か
な
り
の
残
巻
を
侍
氏
が
得
て

こ
れ
を
旧
海
源
閣
本
に
合
わ
せ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
本
の
な
か
に
、
嘉
靖
修
葉
が
二
巻
に
わ
た
っ
て
三
葉
あ
る
。
巻
七

の
一
葉
は
補
刊
年
記
は
な
い
が
た
し
か
に
嘉
靖
の
字
様
で
あ
り
、
こ
の
巻

は
大
徳
刊
本
が
大
半
で
、
覆
刻
本
の
補
刻
一
葉
と
と
も
に
捕
わ
れ
た
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。
巻
四
三
の
二
葉
は
嘉
靖
二
年
修
で
あ
る
が
、
こ
の
巻
は

覆
刻
本
の
補
刻
葉
が
主
体
の
と
こ
ろ
で
、
逆
に
大
徳
刊
の
原
刻
一
葉
と
こ

の
二
葉
と
が
配
補
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
配
補
と
い
っ
た
が
、
こ
の
状
態

か
ら
こ
れ
ら
嘉
靖
修
葉
は
本
来
こ
れ
ら
の
巻
を
構
成
し
た
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
停
氏
が
他
か
ら
取
っ
て
欠
葉
に
補
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
ま
で
も
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
一

O
O巻
の
う
ち
に
は
大
徳

本
を
明
初
に
覆
刻
し
た
本
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
一
五
巻
は
全

葉
が
覆
刻
本
で
あ
り
、
五
巻
に
は
ご
く
数
葉
の
大
徳
本
が
補
配
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
覆
刻
本
で
も
ほ
と
ん
ど
が
粗
黒
口
の
補
刻
葉
ば
か
り
の
木

で
あ
り
、
そ
の
原
刻
葉
は
た
だ
六
巻
に
わ
ず
か
一

t
四
葉
づ
っ
残
る
に
す

ぎ
な
い
。
蔵
印
は
停
氏
の
も
の
が
二
巻
に
み
え
る
だ
け
で
、
他
に
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
楊
氏
印
の
あ
る
目
録
は
や
は
り
覆
刻
本
で
あ
る
が
、

原
刻
が
過
半
を
占
め
る
点
で
も
具
り
、
こ
の
一
一
一
巻
も
侍
氏
が
大
徳
本
と

と
も
に
配
補
に
用
い
た
本
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
巻
二
七
は
、
や
は
り
印
記
が
な
く
て
侍
氏
に
よ
る
配
補
本
で

あ
ろ
う
が
、
第
一
・
二
葉
が
覆
刻
本
の
原
刻
、
三

t
一
三
葉
が
そ
の
補

刻
、
一
四

t
二
八
葉
が
大
徳
本
の
原
刻
で
あ
っ
て
、
一
巻
の
う
ち
に
さ
え

た
が
い
に
取
合
さ
れ
た
典
型
的
な
例
と
い
え
る
。

以
上
を
綜
合
し
て
、
当
初
の
楊
氏
海
源
閣
本
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

目
録
お
よ
び
巻
一
を
除
い
て
は
残
巻
ど
こ
ろ
か
残
莱
が
ど
れ
だ
け
存
し
た

の
か
疑
問
で
あ
っ
て
、
侍
氏
が
別
の
大
徳
本
、
そ
の
覆
刻
本
の
補
刻
本
を

合
せ
て
主
h

俸
と
し
、

そ
れ
ら
の
欠
葉
を
ま
た
あ
ち
こ
ち
か
ら
補
っ
た
も
の

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

明
初
日
復
元
大
徳
信
州
路
何
学
刊
本

覆
刻
本
は
、
前
稿
二
二
ニ
頁
下
段
の
存
六
九
巻
二
六
冊
を
再
び
、
二
一

七
頁
上
段
の
存
九
一
巻
三

O
冊
を
初
め
て
調
査
し
て
き
た
。

前
者
に
つ
い
て
は
と
く
に
追
加
す
る
こ
と
も
な
い
が
、
二
一
回
頁
上
段

第
三
行
の
「
C

第
七
・
八
(
巻
二

O
t
二
七
)
冊
」
は
「
八
・
九
」
の
誤

記
で
あ
っ
た
。

存
九
一
巻
宗
一
一
一
.
一
一
一

ω一'一四七・一川小三
0
0
)

三
O
冊

〔
明
初
〕
覆
元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊
本
(
北
平
)

改
装
後
補
藍
色
表
紙
(
二
八
・
玉
×
一
九
二
ニ
ウ
)
、
包
背
装
、
制
紙
Jr-

挿
む
。
北
史
目
録
は
首
四
葉
欠
。
巻
一
首
葉
は
左
右
双
辺
(
二
二
・
一
×

一
五
・
七
づ
)
、
首
題
・
行
格
等
は
大
徳
本
と
変
ら
な
い
。
原
刻
本
で
補
刻

は
な
い
が
、
欠
葉
が
非
常
に
多
く
、
と
く
に
巻
三
二
は
わ
ず
か
存
一
葉

で
、
こ
の
前
後
の
巻
は
数
葉
な
い
し
一

O
数
葉
が
続
け
て
欠
け
て
い
る
。

補
写
が
三
葉
、
大
徳
本
に
よ
る
補
配
が
巻
七
五
に
一
、
七
六
に
九
葉
、
七

六
の
大
半
と
い
う
不
全
本
で
あ
る
。

「
晋
府
/
書
画
/
之
印
」
「
敬
徳
/
堂
図
/
書
印
」
印
が
第
二
冊
の
首
尾

だ
け
に
あ
る
。
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